








くらしに役
立つ生活クラブの

情報をお
届けします♪

娘二人が小学生になり、そろそろ働きたいと
職を探していた時、キャリー募集のチラシが
目に留まりました。他の求人は土日のどちら
かは出勤など、条件があった一方、「働き方
を話し合って決められる」との言葉に、子ど
もがいても大丈夫なのかな、よくわからない
けど電話してみよう！ と連絡を取りました。

キャリー歴16年、娘も社会人になりました。途中で母
子家庭になり無我夢中で働いてきましたが、子ども
の行事にほぼ100％参加できたのはキャリーならで
はだと思います。フルタイムで働くのは母としてどう
なのかと不安になることもありましたが、いま娘たち
は仕事の悩みなど相談しにやって来たり、労わったり
してくれています。私を社会人の先輩として見てくれ
るようになったのかな。

加入のきっかけを教えてください

ワーカーズとして働くことで、
くらしに変化はありましたか？

● 2005年秋頃
　キャリー加入

明冨士 美奈子さん

2位 固形せっけん

以前は見るも無残な悲し
い手でしたが、これに変
えてからは手荒れなし！ 
ゴム手袋をつけずに、料
理をしながらさっと洗い
物もできるので時短に♪

1位

私 と 生活クラブ

TAEKOサンスクリーン
〈日焼け止め美容液〉

季節問わず、朝にあずき二つ分く
らいを塗るだけで、しっかり日焼
けを予防してくれます。せっけん
だけで落とせて、しかも環境に優
しいのが嬉しい！ 敏感肌の私で
も全然肌荒れしません。

洗顔も洗濯前の襟袖口
の汚れ落としにも。お弁
当箱のヌルヌルは、直接
指につけてこするとあっ
という間に落ちます。

3位

＊ビオサポ：生命を意味する
　「BIO」と「美を」をかけ、生命力にあ
ふれた健康な食生活をサポートして
いく、という意味の生活クラブの造語

ビオサポレシピサイト→
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情報

おすすめ消費材ベスト 3

キッチン用液体せっけん

❶ 大根をおろす(水気は切らない)。スパゲティを
記載時間通りに茹でる。

❷ 大根おろしにえのき茸茶漬とオリーブオイルを
合わせ、醤油で味を調える。

❸ 茹で上がったスパゲティと❷を和え、大葉を乗
せて完成。

子育て世代のサポーター編

☎0120-311-543(月～金・祝　9:00 ～ 17:00)
ユニオン共済事務局

詳しくはこちら

ちょっとお願い！ ちょっとお願い！ 
エッコロプラス

問合せ

エッコロプラスに興味がある方は…

木下さん

エッコロ共済に100円/月をプラスして参加できる、エッコロプラス。
地域のコーディネーターが、あなたの「ちょっとお願い！」に応えるサ
ポーターにつなぎます※。そんな仕組みを覗いてみましょう！

※利用条件あり

利用者

サポーター
コーディネーター

賛同者

た
す
けあいの仕組

み

米 …………………3合
えのき茸茶漬………1びん
まぐろ油漬缶………1缶

材料(3合分)

材料(2人分)

はい、任せて
ください！

えのき茸茶漬の炊き込みご飯えのき茸茶漬の炊き込みご飯 えのき茸茶漬と大根おろしスパゲティえのき茸茶漬と大根おろしスパゲティ

お好みで『まぐろスープ煮缶』に
変えるとさっぱり味に♪

今回は です

レシピといっしょに「ビオサポ」関連
情報（栄養素など）を紹介します♪

スパゲティ1.8mm …… 200 ～250g
大根 …………………… 1/2 本
えのき茸茶漬…………… 1びん
オリーブオイル ………… 大さじ1
醤油 …………………… 適量
大葉 …………………… 適量

横浜北生活クラブ　木下 奈月さん

エッコロプラスが地域で始まる時、「コーディネーター
をやらないか」と声をかけられました。何も知らない状
況でしたが、地域でのたすけあいを拡げる理念に共感
し、チャレンジしてみることに。3年ほど務め、2021年
春にいまのコーディネーターのYさんにバトンタッチし、
以降はサポーターとして関わっています。

サポーターになったきっかけを
教えてください

初回はみなさん恐る恐る依頼してきますが、2回目以
降はぐっと距離が縮まって、自然とお話できるようにな
ります。たまたま利用者さんや一緒にサポートした方と
デポーなどで会うと、おしゃべりが弾むこともしばし
ば。他人だった人が知り合いになる、地域にどんな人
が暮らしているのかわかるようになることが魅力です。

エッコロプラスの良さは、
どんなところだと思いますか？

❶ お米3合をとぎ炊飯器に入れ、水の量は
少な目にする。

❷ ❶に、えのき茸茶漬・まぐろ油漬缶を油
ごと入れて混ぜ、通常通り炊飯して完成。

パスタの生産者／(株 )ニューオークボ 直伝！材料を混ぜて炊くだけ

利用者
Aさん

コーディネーター
Yさん

お庭の草取りを
お願いできませんか？ 
とても一人では
できなくて……

お庭が広いので、
以前にもお願いした
木下さんと私の二人
で伺いますね

木下さん、一緒に
お願いします！

サポーターの木下さんと、
利用者Aさんのお子さん二人

企業組合ワーカーズ・
コレクティブ・
キャリー 矢向ブランチ

今回は特集（2～5ページ）の内容に合わせて
ワーカーズとして働く組合員を紹介します

特別編

子どもを連れてきても、
職員・ワーカーズみん
なが温かく見守ってく
れます。配達で失敗し
ても事務所で全部吐
き出して、すっきり帰
れるのが矢向ブラン
チの特徴です(笑)

サポーター

サポーター

作り方作り方

春夏秋冬、それぞれ一回ずつくらいの頻度
でサポートに入っています。お子さんがいる
家庭へのサポートは、私の子どもを連れてい
くことも。利用者さんのお子さんに「近所の
おばちゃんが来たなー」くらいの気持ちで安
心してもらえるように、笑顔で挨拶をするこ
とを心がけています！

生産者の紹介
を裏表紙に掲
載しています

裏表紙で紹介している「長野森林組合 鬼無里事業所」の消費材『えのき茸茶漬』　
アレンジレシピを、生産者から教えてもらいました。
この他にも、青菜と和えたり玉子焼きに入れたり、色んなアレンジで楽しみましょう♪

き な さ
今回のビオサポ情報は特 別 編
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エネルギーの生産者紹介をメインに、リユース・平和活動などについて取り上げます。

当たり前の「平和」を未来へ

世
界
で
支
持
さ
れ
る

核
兵
器
禁
止
の
動
き

　
2
0
1
0
年
、赤
十
字
国
際
委
員
会
が
核
兵

器
使
用
の
禁
止
を
訴
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

生
ま
れ
た「
核
兵
器
禁
止
条
約
」。こ
の
条
約
は

2
0
1
7
年
に
採
択
さ
れ
各
国
署
名
を
開
始
、

発
効
要
件
で
あ
る
50
ヶ
国
を
超
え
、2
0
2
1

年
1
月
に
発
効
さ
れ
ま
し
た
。核
兵
器
の
製
造
・

保
有
・
使
用
禁
止
以
外
に
「
核
兵
器
を
使
用
す

る
」
と
の
威
嚇
も
禁
じ
、
核
兵
器
や
核
実
験
の

被
害
者
に
対
し
て
援
助
す
る
こ
と
を
定
め
て
い

ま
す
。

核
兵
器
が
な
く
な
ら
な
いの
は

抑
止
力
に
な
る
か
ら

　
現
在
、
世
界
に
は
約
1
3
，
0
0
0
発
の
核

兵
器
が
存
在
し
、
ロ
シ
ア
・
ア
メ
リ
カ
・
中
国
・

フ
ラ
ン
ス
・
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
エ

ル
・
北
朝
鮮
の
9
ヶ
国
が
保
有
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
核
兵
器
は
な
く
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？ 

講
師
の
川
崎
さ
ん
は「
保
有
す
る
こ
と
で

相
手
に
対
す
る
抑
止
力
に
な
る
か
ら
」と
言
い

ま
す
。

　
日
本
は
唯
一
の
被
爆
国
で
す
が
、核
兵
器
禁

止
条
約
に
は
批
准
し
て
い
ま
せ
ん
。日
本
に
対

す
る
攻
撃
を
ア
メ
リ
カ
の
核
の
抑
止
力
で
防
い

で
い
る
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。他
30
ヶ
国
が
同
じ
立
場
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

ICAN国際運営委員の川崎さん

　
1
9
4
5
年
8
月
6
日
、
12
歳
の
横

山
さ
ん
は
い
つ
も
の
よ
う
に
勤
労
奉
仕

へ
行
く
途
中
、体
調
を
崩
し
建
物
の
陰

に
座
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
時
黄
色
い

閃
光
が
し
、爆
風
で
20
〜
30
ｍ
ほ
ど
飛

ば
さ
れ
気
を
失
い
ま
す
。

　
叫
び
声
で
気
が
つ
く
と
、家
屋
は
吹

き
飛
び
火
の
手
が
あ
が
り
、助
け
を
求

め
て
い
る
人
・
即
死
の
人―

―

考
え
ら

横浜市民マスターズのメダルを

掲げる被爆者の横山さん

　

私
は
中
学
一
年
生
の
時

に
他
生
協
の
小
中
学
生
と

「ヒ
ロ
シ
マ
子
ど
も
平
和
ス

タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」
に
参
加

し
、
自
分
の
考
え
を
持
っ
て

平
和
に
つ
い
て
発
信
で
き

　
1
9
7
7
年
、米
軍
フ
ァ
ン
ト
ム
機
が

横
浜
の
市
街
地
に
墜
落
し
市
民
が
犠
牲

に
な
る
と
い
う
事
故
が
起
き
た
際
、組
合

員
有
志
が
厚
木
基
地
と
防
衛
庁
長
官
に

対
し
抗
議
文
を
提
出
。1
9
8
1
年
の
総

代
会
で「
生
活
者
の
権
利
を
拡
大
し
、平

和
を
推
進
す
る
決
議
」を
採
択
し
、戦
争

や
核
兵
器
、原
子
力
発
電
に
反
対
す
る
姿

勢
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
翌
年
「
反
核
、

平
和
委
員
会
」を
組
織
し
、原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
に
参
加
し
ま
す
。

　
1
9
8
7
年
以
降
は
カ
ン
パ
で
組
合

員
を
ヒ
ロ
シ
マ
に
派
遣
す
る
活
動
を
続

け
て
お
り
、1
9
9
4
年
か
ら
は
子
ど
も

ツ
ア
ー
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。派
遣

者
は
現
地
で
見
て
聞
い
て
感
じ
た
こ
と

通
し
て
、平
和
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を

報
告
会
で
伝
え
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
1
7
年
か
ら
4
年
間
は「
ヒ
バ
ク

シ
ャ
国
際
署
名
」に
取
り
組
み
、
6
万
筆

超
の
署
名
を
神
奈
川
県
原
爆
被
災
者
の

会
を
通
じ
て
国
連
に
届
け
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁

止
条
約
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
署
名
」

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

広島で体感したことを話した 
中学三年生の関澤さん

WEB署名は
11月30日まで！

スタディツアーでの
折り鶴の奉納(2019年)

川
崎 

哲
さ
ん
の
講
演
を
聞
いて

か
わ
さ
き
生
活
ク
ラ
ブ　
小
林 

知
江

　
世
界
的
に
は
核
兵
器
を
保
有
し
な
い
動
き
が

南
半
球
を
中
心
に
拡
が
り
、核
兵
器
製
造
へ
の

融
資
を
し
な
い
意
思
を
示
す
銀
行
も
出
始
め
ま

し
た
。広
島
県
・
長
崎
県
が
設
立
し
、世
界
中
の

都
市
が
加
盟
し
て
い
る
「
平
和
首
長
会
議
」
は

8
，
0
4
5
都
市(

2
0
2
1
年
9
月
1
日
現

在)

と
参
加
が
拡
が
り
、
そ
の
声
は
国
を
追
い

詰
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
核
保
有
国
に
必
要
な
の
は
、核
の
抑
止
力
と

い
う
考
え
を
改
め
る
こ
と
で
す
。ア
メ
リ
カ
は

20
年
間
か
け
て
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
武
力
で

安
定
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。大

切
な
の
は
紛
争
の
元
を
断
つ
こ
と
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
注
ぐ
こ
と
、そ
の
一
歩
が
核
兵
器
を
な

く
す
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　
世
論
調
査
で
日
本
人
の
7
割
以
上
が
核
兵
器

禁
止
条
約
に
批
准
す
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、

市
区
町
村
か
ら
も
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま

す
。私
た
ち
が
動
く
こ
と
で
変
化
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。た
ば
こ
に
対
す
る
世
間
の
動

き
の
よ
う
に
、核
兵
器
も
私
た
ち
の
行
動
で
な

く
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

れ
な
い
よ
う
な
光
景
で
し
た
。頭
に
は
傷
、押
さ
え
た
軍
手
は
血
に
染

ま
り
、顔
の
左
側
は
火
傷
で
皮
膚
は
垂
れ
下
が
り
、爆
心
地
か
ら
2
km

ほ
ど
の
我
が
家
へ
夢
中
で
歩
き
ま
し
た
。
た
ど
り
着
い
た
我
が
家
は
、

レ
ン
ガ
作
り
の
洋
館
の
外
観
の
一
部
の
み
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
7
人

家
族
の
内
、
お
祖
母
さ
ん
は
無
傷
で
し
た
が
1
ヶ
月
後
に
亡
く
な
り
、

お
父
さ
ん
は
火
傷
で
2
〜
3
日
後
に
う
じ
が
わ
き
5
年
後
に
亡
く
な
り

ま
し
た
。

　
横
山
さ
ん
は
運
よ
く
軍
の
衛
生
兵
か
ら
治
療
を
受
け
、顔
の
火
傷
は

成
長
と
と
も
に
治
癒
し
ま
し
た
が
、被
爆
後
3
年
ほ
ど
脱
毛
・
頭
痛
・
吐

き
気
・
下
痢
・
鼻
血
・
42
℃
以
上
の
熱
と
医
者
か
ら
も
不
審
が
ら
れ
、
い

ま
で
も
鼻
血
の
症
状
は
続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
病
歴
は
数
多
く
2
0
0
0
年
に
胃
癌
の
手
術
に
成
功
、驚
く
こ
と
に

前
日
ま
で
水
泳
を
さ
れ
て
ま
し
た
。横
浜
市
民
マ
ス
タ
ー
ズ
で
金
メ
ダ

ル
受
賞
38
個
、水
泳
・
禁
煙
で
体
力
と
健
康
を
維
持
し
、骨
密
度
・
筋
肉

は
人
並
以
上
。「
人
生
は
楽
し
く
ど
こ
ま
で
も
や
る
」笑
顔
と
力
強
い
言

葉
で
お
話
は
終
了
し
ま
し
た
。
76
年
前
の
怒
り
・
恨
み
・
悲
し
み
、全
て

を
超
越
し
た
笑
顔
に
見
え
た
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

2
0
1
9
年
度

ヒ
ロ
シ
マ
子
ど
も
平
和
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

に
参
加
し
て

原
爆
被
災
者
の
会
メ
ンバ
ー

横
山 

弘
さ
ん
の
お
話
を
聞
いて

横
浜
北
生
活
ク
ラ
ブ　
増
島 

純
子

40
年
間
に
及
ぶ

生
活
ク
ラ
ブ
神
奈
川
の

平
和
活
動

鎌
倉
市
在
住　
関
澤 

千
と
せ
さ
ん

核兵器廃絶国際キャンペーン(ICAN)※国際運営委員／川崎 哲さんを講師に迎え、被爆者の方に
よる語り、「ヒロシマ子ども平和スタディツアー」参加者からの報告も共有。38人が参加し、そ
のうち9組が親子での参加となりました。

8月18日、核兵器のない世界を実現するにはどうす
ればいいのか、世代を問わずみんなで考えるきっかけ
とするオンライン企画を開催しました。

大
切
な
の
は

「
核
の
抑
止
力
」
で
は
な
く

 

紛
争
の
元
を
断
つこ
と

※核兵器廃絶国際キャンペーン･･･核兵器を禁止し廃絶するために活動する世界のNGO(非政府組織)の連合体。その功績が評価され、
2017年にノーベル平和賞を受賞しています。川崎さんは日本出身で唯一の国際運営委員です。

核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ンペー
ン(

I
C
A
N)

国
際
運
営
委
員

日
本
政
府
に
核
兵
器

禁
止
条
約
の
署
名
・

批
准
を
求
め
る
署
名

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
場
所
は
、
広
島
平
和
記
念
資
料
館
・
袋
町
小
学

校
資
料
館
・
原
爆
ド
ー
ム
で
す
。
広
島
に
行
っ
て

学
び
得
た
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

日
本
を
最
初
で
最
後
の
被
爆
国
に
す
る
た
め

に
私
た
ち
が
す
る
こ
と
は
、
あ
の
過
ち
を
も
う
二

度
と
繰
り
返
さ
な
い
と
声
を
挙
げ
、
ま
ず
は
核
兵

器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准
す
る
こ
と
で
す
。
「自

分
に
い
ま
で
き
る
こ
と
を
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、

行
動
に
移
す
こ
と
」
が
大
切
で
す
。
そ
れ
が
戦
争

や
原
爆
を
な
く
す
た
め
に
で
き
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

(ICAN)
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